






























































































































































































































































































































ドイツ系ユダヤ人のハンナ ･アレント (1994)は ｢公｣について,｢すべ
ての人によってみられ,聞かれ,可能な限り最も広 く公示されること｣を意
味すると述べている｡言い換えれば,非私人化,非個人化され参加者の意識
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